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本 t論文;土， GFRP 切削11手の工具摩耗待問を解明するために， GFRP の低速三次足切削と旋削を行
って，工具摩耗の挙動や被削材の切削状態を調べ， さらに力予モデルを用いて GFRP 中のガラス繊
維の挙動を煙命的に解析して，両方の結果を比較検』吋したものであり， 7 辛から成っている。
第 1 章 l土緒，;1命で， GFRP 切削 11キの仁兵摩耗に|現する従来の研究について述べ，本研究の日的と意
義を明らかにしている。
第 2 章では，代表的な切削条件にむける切りくず生成状態や工兵摩耗の J言動を調べ， さらに力芋モ
デルを用いて GFRP の切削挙動を珂命的に解析している。その結果 ， I~'!-摩耗'定の低速の第 1 領
域，切削速度とともに工具摩耗が急激に用加する高速の第 2 領域，第 2 領域よりさらに高速域でのT





























以上のように，本論文は GFRP 切削 H寺の工具摩耗に関して多くの新知見を得ており，切削工学上
重要な貢献をなすものである。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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